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1 プログラム概要(育てたい人材像等) 2

育てたい人材像

自然と人の共生を目指し、生物多様性など持続可能な開発に向けた課題を
グローバルな視点で解決する人材

克服すべき観点 データマネジメント力

国際感覚

牽引力３．科学技術への深い理解

２．グローバルな視点

１．多様で複雑な問題への対応 重
点
項
目

５つのチカラを育成
第一段階の教育プログラム
＜マスタープログラム＞

第二段階の教育プログラム
ドクタープログラム

課題発見

データから

意味を

見出す力
牽引力

思考力・
表現力

知識・
技能

国際
感覚

課題解決

４０名選抜

１０名選抜



1 プログラム概要(各段階のプログラム概要) 3

受け入れたい人材像

の高い小中学生

(2) 人間興味力

(1) 積極的な行動力

科学に対する好奇心が強く、

新潟県・近隣県を
中心に人材発掘

第一段階：マスタープログラム 第二段階：ドクタープログラム

 ２年目：9月～12月
課題研究＋講座・研修・発表会4回

 １年目：9月～12月
全１2回実施

毎年
１０名

基 礎 講 座 自然と人講座

成 果 発表留学生交流

オリエンテーション

個別の課題研究

リテラシー講座

成果発表会ロボット製作実習

毎年
４０名

山形

長野

福島新潟

リテラシー講座オリエンテーション



1 プログラム概要(選抜概況1) 4

(1) 第1段階 マスタープログラム
 募集人数 40名

 応募者数 応募数87名（昨年度比 ＋8名）

 合格者数 43名 (途中受講辞退者1名)

・男子19名、女子24名

・小5 16名、小6 8名、中1 17名、中2 2名

・在籍校 昨年11校から33校へ

・市町村立中校在籍 昨年15名から33名へ

→ オンライン基本で講座実施と明示したため、新潟県全域からの

応募があった

 不採択者への配慮
・応募書類で良かった点と課題点についてまとめたコメントを添えて手

紙を送付
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(2) 第2段階 ドクタープログラム
 募集人数 10名

 応募者数 マスタープログラム受講生
43名うち26名応募

 合格者数 10名
・男子6名、女子4名

・小6 3名、中1 2名、中2 3名、中3 2名

・在籍校 附属校6名、 中等校1名、 公立3名

→ 男女比、学年とも比較的バランス良

 不採択者への配慮
・提出された発表スライドやレポートで良かった点と課題点を具体的に

記述したコメントや激励の言葉、新潟大学公開講座の紹介等を添えて

手紙を送付

1 プログラム概要(選抜概況2)



1 プログラムの概要(マスタープログラム1) 6

 全12回 すべてZoomによるオンライン講座

(宿泊研修や現地研修はすべて中止)

オリエンテーション・リテラシー講座 2回

オープニングレクチャー 1回

基礎講座 5回

体験学習 3回

成果発表 1回



1 プログラムの概要(マスタープログラム2) 7

 オリエンテーション・リテラシー講座 2回

受講生の受講環境整備，課題提出や成果発表に
向けたオンライン特有の環境整備を心がけた。



1 プログラムの概要(マスタープログラム3) 8

 オープニングレクチャー 1回



1 プログラムの概要(マスタープログラム4) 9

 基礎講座 5回

・物理 ・数学 ・科学と社会 ・データリテラシー

・英語(留学生交流含む)



1 プログラムの概要(マスタープログラム5) 10

 体験学習 3回

・脳研究所 ・新潟県立植物園 ・一正蒲鉾



1 プログラムの概要(マスタープログラム6) 11

 成果発表 1回

発表スライドをHPの受講生専用ページに掲載。

相互に見合い，良い点・質問・参考

になった点を共有



1 プログラムの概要(マスタープログラム7) 12

 出席状況 ※受講生43名，4回以降42名

・欠席率9.3％(昨年度12.6％)
・あらかじめ各小中学校の行事予定を把握し，講座実施日を入れた
・欠席者は，後日録画したものを視聴し活動ノート等を提出した

次年度に向けた改善点
 夏季休業期間の有効利用

回 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

日 8/15 8/30 9/6 9/27 10/18 11/15 11/22 11/22 11/29 12/6 12/12 12/27

出席 43 42 42 36 37 37 35 36 37 40 39 36

欠席 0 1 1 6 5 5 7 6 5 2 3 6



131 プログラムの概要(ドクタープログラム1)

 全員参加の講座は全4回

 オリエンテーション・リテラシー講座 2回

コロナ禍により大きく制限される中で研究をどう進め，
どう指導を受け研究をまとるて行くのかを確認



141 プログラムの概要(ドクタープログラム2)

 全員参加の講座は全3回

 製作講座 1回(ロボット製作)

指導者の高橋隆行先生(福島大学共生システム理工学類教授)と4名

のTA，実施事務局，受講生の自宅をオンラインでつないで実施。



1 プログラムの概要(ドクタープログラム3) 15

 全員参加の講座は全3回

 成果発表会 1回

オンラインによる生ライブ発表形式で実施。発表後に視聴者(マスタープログラム受

講生，大学関係者など)との質疑応答の時間を設定し，双方向性のある発表会を実現。



1 プログラムの概要(ドクタープログラム4) 16

新潟ジュニアドクター育成塾

令和2(2020)年度 ドクタープログラム受講生成果発表会 テーマと研究内容の特徴

発表
順

学年 指導教員
発表予定
時刻

研究テーマ 研究内容の特徴

1
中2
中2

佐藤 拓一 13:10～13:25
飲みかけのペットボトル飲料（お茶、スポーツ飲料、コーラ、オ
レンジジュース）に生息する細菌について

ペットボトルに直接、口を付けて飲むと、１mL当たり数百～数千個レベルの細菌が検出された。１日置くと、お
茶では１００万個レベルまで増えたが、スポーツ飲料などでは検出されなくなった。原因を探るため、飲料物の
ｐHを測定し、スポーツ飲料などの低いｐHが影響すると考察した。

2
中3
小6

則末 和宏
松岡 史郎

13:25～13:40
浅い海水域を調査するための多層式小型採水装置の作成と、同水
域における鉄(II)の濃度測定法開発

浅い水域の複数層から同時採水できる採水装置と、同装置で採水できる海水中の二価鉄の濃度測定法を検討した。
その結果、採水法にはポリエチレンを容器に用いる引き込み式採水が、また二価鉄の分析法にはフェナントロリ
ンを用いた固相分光法が適していることがわかった。

3 中3 山﨑 達也 13:40～13:55 ロボット製作とプログラミング
ロボットを組み立て、プログラミングの基礎を学び、ロボットを製作しました。また、ロボットに3つのセン
サーを取り付け、モーター１つ１つの動き、長さを微調節し、オリジナルの動きができるプログラムを作成しま
した。

4 小6 淺賀 岳彦 13:55～14:10 霧箱を作って素粒子の世界を調べる研究
私たちが住んでいる地球や宇宙の物質は、原子でできています。原子は陽子と中性子から作られている原子核と
電子で構成され、さらに小さい素粒子で構成されています。原子が不安定でこわれる時に発生する放射線を霧箱
で観察し、素粒子の世界を考えます。

休憩 14:10～14:25

5 中1
大井 志穂
羽鳥 理

14:25～14:40 等距離写像の研究
平面間の等距離写像について研究を行った。平行移動・対称移動・回転移動が等距離写像であると考え、それぞ
れの証明を試みた。さらにこれ以外に等距離写像が存在するかどうかは今後の課題とした。数学の抽象的な議論
を厳密に行った。

6 中2 満尾 世志人 14:40～14:55 通し回遊魚の研究
佐渡の通し回遊魚ウキゴリ属の海洋生態を理解するため、ウキゴリ属魚類は何歳で河川へ遡上を行うか（海洋生
活期間は何日間か）を２種類のウキゴリ耳石の中の日輪を採取することによって調査した。また、スミウキゴリ
とシマウキゴリにおける種間の違いなども考察する。

7 小6 松井 秀彰 14:55～15:10
超短命「アフリカメダカ」をモデルとした加齢と病的症状との関
係性の研究

超短命な脊椎動物「アフリカメダカ」と、日本に生息する「ヒメダカ」を卵から飼育して、アフリカメダカの休
眠と急速な老化という特殊なライフサイクルを観察した。さらにアフリカメダカをモデルに「加齢」と「体内の
病的症状」との関係性を肝臓組織の変化に注目して調べた。

8 中1 山﨑 達也 15:10～15:25 ロボット作りを通して学んだこと
rapiroというロボット組み立てからプログラミングまで通して作った。組み立てからすることで、プログラムだ
けでなくハンダ付けや簡単な電気回路も学んだ。そしてプログラムを変えることで自分なりの動きを作った。



1 プログラムの概要(ドクタープログラム5) 17

 出席状況(全員が参加する研修・講座・発表会)

・11/22はロボット製作。当日不参加

の受講生も後日製作状況を録画した

動画を視聴しながら製作した。

 課題研究の進め方

 受講生と指導担当者が30時間以内を目途にオンラインやメールでやり取り
を行いながら研究を進めた

 研究テーマによっては，指導担当者やTAが実験を代行するなどして研究を
進めざるを得ない実態があった

回 1 2 3 4

日 8/2 11/22 11/29 12/27

出席 10 8 10 10

欠席 0 2 0 0



2 受講生の伸長の状況 18

 ドクタープログラム受講生10人が7テーマ(2人共同研究が2，テーマは同
じだが個人研究2人，別テーマ個人研究が4人)の課題研究に臨んだ。大
学の研究室に入ることができない，観察や実験・実習を指導教員から直
接指導を受けることができない，指導はオンラインのみなど，研究を進
めるにあたり大きな制約を受ける中で，受講生に次のような伸長が見ら
れた。

・研究開始が9月からのため，サイエンスカンファレンス2020での発表は不可能

と考えていたが，1名発表者を選出することができた。

・人前で話すのが不得手な受講生が，勇気をもって発表するだけでなく，他の発

表に対して質問した。

・受講をきっかけに，家族と共に節水に取り組んだり地域のごみ拾い活動に参加

したりと，自分ができる足元からの活動を行う受講生が増加した。



 目標：「課題発見」
講義、実験、体験学習等により、生物多様性など持続可能な開発に向
けた課題をグローバルな視点で見出し、その成果を発表する。

育てたい能力・資質 育成目標

知識
技能 1. 知識・技能

科学者倫理を理解し、数理分野の知識や観察・実験技能を身につけ
ており、それらを課題発見に向けて活用することができる。

スキル

2. データから意
味を見出す力

自然や人の共生を目指したテーマについて、必要なデータや情報を
収集でき、整理・分析を行うことができ、自ら課題を見出すことが
できる。

3. 思考力・表現力
資料などから根拠を見出し、論理的に考え結論を導き出すことがで
き、課題の発見に向けて活用することができる。また、学習した内
容や自分の考えを的確に表現し、学修成果を発表することができる。

態度
志向

4. 国際感覚
地域の自然・社会と世界を結び付けて考えることができ、異なる文
化や価値観を理解し受け入れることができ、多角的な視野から地球
規模の課題を見出すことができる。

5. 牽引力
科学技術の社会での役割を理解し、自然と人に対して好奇心や疑問
を持つことができ、持続可能な社会実現への課題の発見に向けて主
体的に取り組むことができる。

193 受講生の評価の概要 1(育てたい資質・能力)



能力・資質 レベル１ レベル２ レベル３ レベル４

1. 知識・技能

科学者倫理を理解し、課
題の発見・解決に必要な
数理分野の知識、観察・
実験技能の習得に取り組
むことができる。

科学者倫理を理解し、数理
分野の知識や観察・実験技
能を身につけているが、課
題発見に向けて活用するこ
とができていない。

科学者倫理を理解し、数理分野
の知識や観察・実験技能を身に
つけており、それらを課題発見
に向けて活用することができ
る。

科学者倫理を理解し、数理分野の知
識や観察・実験技能を十分身につけ
ており、それらを課題の発見だけで
なく、解決策に活用することができ
る。

2. データから
意味を見出す

力

自然や人の共生を目指し
たテーマについて、必要
なデータや情報を収集す
ることができる。

自然や人の共生を目指した
テーマについて、必要な
データや情報を収集でき、
整理・分析を行うことはで
きるが、課題発見に向けて
活用することができていな
い。

自然や人の共生を目指したテー
マについて、必要なデータや情
報を収集でき、整理・分析を行
うことができ、自ら課題を見出
すことができる。

自然や人の共生を目指したテーマに
ついて、必要なデータや情報を収集
でき、整理・分析を行うことがで
き、自ら課題を見出すことだけでな
く、解決策を導き出すことができ
る。

3. 思考力・表

現力

論理的に考えることがで
き、学習した内容や自分
の考えを表現することが
できる。

資料などから根拠を見出
し、論理的に考え結論を導
き出すことができるが、課
題の発見に向けて活用する
ことができていない。ま
た、学習した内容や自分の
考えを的確に表現すること
ができる。

資料などから根拠を見出し、論
理的に考え結論を導き出すこと
ができ、課題の発見に向けて活
用することができる。また、学
習した内容や自分の考えを的確
に表現し、学修成果を発表する
ことができる。

資料などから根拠を見出し、論理的
に考え結論を導き出すことができ、
課題の発見だけでなく解決策に活用
することができる。また、学習した
内容や自分の考えを的確に表現し、
学修成果を明確に発表することがで
きる。

4. 国際感覚

地域と世界の関わりに目
を向け、異なる文化や価
値観を学ぶことができ
る。

地域の自然・社会と世界を
結び付けて考えることがで
き、異なる文化や価値観を
理解し受け入れることがで
きる。

地域の自然・社会と世界を結び
付けて考えることができ、異な
る文化や価値観を理解し受け入
れることができ、多角的な視野
から地球規模の課題を見出すこ
とができる。

地域の自然・社会と世界を結び付け
て考えることができ、異なる文化や
価値観を理解し受け入れることがで
き、多角的な視野から地球規模の課
題を見出し、その解決策を考察する
ことができる。

5. 牽引力

科学技術の社会での役割
に目を向け、自然と人に
対して好奇心や疑問を持
つことができる。

科学技術の社会での役割を
理解し、自然と人に対して
好奇心や疑問を持つことが
でき、持続可能な社会実現
へのこれまでの取組を進ん
で学ぶことができる。

科学技術の社会での役割を理解
し、自然と人に対して好奇心や
疑問を持つことができ、持続可
能な社会実現への課題の発見に
向けて主体的に取り組むことが
できる。

科学技術の社会での役割と責務を理
解し、自然と人に対して好奇心や疑
問を持つことができ、持続可能な社
会実現への課題の発見と解決に向け
て主体的に取り組むことができる。
さらに、修了後リーダーシップを発
揮し地域の科学活動の中心的役割を
担うことができる。

203 受講生の評価の概要 2 (ルーブリック)



 目標：「課題解決」
ラボ配属され個別の課題研究により、生物多様性など持続可能な開発
に向けた課題に対する解決策を見出し、発表する。

育てたい能力・資質 育成目標

知識
技能 1. 知識・技能

科学者倫理を理解し、数理分野の知識や観察・実験技能を十分身につけて
おり、それらを課題の発見だけでなく、解決策に活用することができる。

スキル

2. データから意
味を見出す力

自然や人の共生を目指したテーマについて、必要なデータや情報を収集で
き、整理・分析を行うことができ、自ら課題を見出すことだけでなく、解
決策を導き出すことができる。

3. 思考力・表現力
資料などから根拠を見出し、論理的に考え結論を導き出すことができ、課
題の発見だけでなく解決策に活用することができる。また、学習した内容
や自分の考えを的確に表現し、学修成果を明確に発表することができる。

態度
志向

4. 国際感覚
地域の自然・社会と世界を結び付けて考えることができ、異なる文化や価
値観を理解し受け入れることができ、多角的な視野から地球規模の課題を
見出し、その解決策を考察することができる。

5. 牽引力

科学技術の社会での役割と責務を理解し、自然と人に対して好奇心や疑問
を持つことができ、持続可能な社会実現への課題の発見と解決に向けて主
体的に取り組むことができる。さらに、修了後リーダーシップを発揮し地
域の科学活動の中心的役割を担うことができる。

213 受講生の評価の概要 3 (ドクタープログラム到達目標)



 目標：「課題発見」
講義、実験、体験学習等により、生物多様性など持続可能な開発に向
けた課題をグローバルな視点で見出し、その成果を発表する。

育てたい能力・資質 育成目標

知識
技能 1. 知識・技能

科学者倫理を理解し、数理分野の知識や観察・実験技能を身につけ
ており、それらを課題発見に向けて活用することができる。

スキル

2. データから意
味を見出す力

自然や人の共生を目指したテーマについて、必要なデータや情報を
収集でき、整理・分析を行うことができ、自ら課題を見出すことが
できる。

3. 思考力・表現力
資料などから根拠を見出し、論理的に考え結論を導き出すことがで
き、課題の発見に向けて活用することができる。また、学習した内
容や自分の考えを的確に表現し、学修成果を発表することができる。

態度
志向

4. 国際感覚
地域の自然・社会と世界を結び付けて考えることができ、異なる文
化や価値観を理解し受け入れることができ、多角的な視野から地球
規模の課題を見出すことができる。

5. 牽引力
科学技術の社会での役割を理解し、自然と人に対して好奇心や疑問
を持つことができ、持続可能な社会実現への課題の発見に向けて主
体的に取り組むことができる。

223 受講生の評価の概要 4 (マスタープログラム到達目標)



4 受講生の伸長と指導との関わり 1 23

(1)ドクタープログラム受講生(コンテスト等の実績等)

★8月に実施したオリエンテーション
で全国的な科学コンテストについ
紹介したが・・。

☆12月に，これまでの研究
をもとに，来年度の科学
コンテスト出品を見通し
て研究を継続することを
依頼した。



4 受講生の伸長と指導との関わり 2 24

(2)マスタープログラム受講生(コンテスト等の実績等)

 メンター(本学の教職大学院生7名)面談を3回実施

☆学校や他の活動(習い
事や部活動など)との両
立の悩みや課題提出の
大変さを共有し，意欲
向上に繋げている。



4 受講生の伸長と指導との関わり 3 25

(2)マスタープログラム受講生(コンテスト等の実績等)

 講座を重ねるごとに次のような様子が見られるように
なった。

・講座後半に設定している質疑応答の時間において，予定時間を延長しても

質問が途切れない。

・グループセッションにおいて，グループ内の発表や質疑，話し合いなどが

TAがいなくても進行役や発表役などを円滑に行うことができるようになっ

た。

・活動ノートの良い記載を教えて欲しい，将来新潟大学に進学したいなど，

講座や将来に対して前向きな言動が増加した。

・新潟県の科学コンテスト「第56回いきいきわくわく科学賞」に出品し，最

優秀賞に準ずる東北電力賞を受賞する受講生がいた。



5 個々の学びのPDCAについて 1 26

(1)ドクタープログラム受講生

受

講

生

指

導

教

員

成 果 発 表 会

科学コンテスト出品

実 施 委 員 会

〇基本的には指導教員が
日々の指導の中でスパ
イラルに小さいPDCA
サイクルを回していく。
(「P」「D」に相当)

〇成果発表会を中間発表と
位置づける。(「C」)

〇質疑やアドバイスを生か
し，研究を継続。科学コ
ンテスト出品に繋げる
(「A」)。

〇実施委員会は人的・物的
に受講生，指導教員を支
える。



5 個々の学びのPDCAについて 2 27

(1)マスタープログラム受講生

受

講

生

講
座

担
当
者

メ
ン

タ
ー

実
施
委

員
会

他
の

受
講
生

伸

長

→成果発表にお
ける相互評価

→メール送受信
HP掲載

→オンライン個
別面談による
メンタル支援
と意欲向上

→事前課題・課
題提示，提出，
コメントの返
却



6 第二段階の指導の工夫と評価計画の概要 1 28

(1) 指導の工夫

 状況変化に柔軟に対応できる体制づくり
 提供するテーマにオンラインで実施可能なテーマを加え，コロナ禍や
受講生の広域化に対応する

 メンター面談は、オンラインで実施し、主体的に調べたり課題を発見
したりするきっかけとする

 受講生間の「教え」と「学び」の場を設定する
 ドクタープログラム受講生成果発表会にマスタープログラム受講生を
参加させ，先輩の研究の進め方やまとめ方などを学ぶ

 受講生がドクタープログラム修了生から話を聞く場を設定し，先輩と
後輩の「教え」と「学び」のサイクルを構築する

 全学的な支援体制と他プログラムとの連携の強化
 より円滑な運営のための全学的な支援体制（部局間、連携機関との連
携）を強化する

 総合大学の強みを生かし，変化に富んだテーマと「自然と人との共
生」に迫る研究領域を越えた横断的なテーマを提供する



6 第二段階の指導の工夫と評価計画の概要 2 29

(2) 評価計画の概要

 評価の対象
①成果発表会でのパフォーマンス内容

（プレゼン資料の内容，発表と質疑応答の内容と態度）

②学習ポートフォリオとしての「活動ノート」やレポート内容

(講座に関する記載内容，課題に対するレポート内容)

③課題研究の到達度

(研究の質，考察の深さ，追究意欲)

 評価方法
 5つの「育てたい資質・能力」に対して「ルーブリック」に示した
基準に基づき評価する

 ①，②については実施委員会が，③については担当指導教員が評価
する



6 第二段階の指導の工夫と評価計画の概要 3 30

(2) 評価計画の概要

 到達目標

 5つの「育てたい資質・能力」のうち，「知識・技能」「データか
ら意味を見出す力」「思考力・表現力」については，全員がレベル
4に到達する

 外部評価委員会の評価による改善

 年1回，年度末に開催する

 外部評価委員として，連携機関から2名，教育委員から1名を招聘
する

 今年度のプログラム実施状況や評価について報告する

 次年度の実施方針案を説明する

 外部評価委員より意見を聴取し，案を改訂し次年度の実施方針を確
定する



7 今後の重点課題 31

 選抜の周知と選抜要項の改善

 受講対象児童生徒への周知のための市町村教育委員会や各小中学校
への協力方法を確立すること

 これまでの経験を踏まえ，出願書類を改訂すること

 事業の効果検証方法の確立

 マスター・ドクタープログラム修了生の進路選択や科学活動等に関
する実態を把握する方法を確立すること

 ドクタープログラム修了生が翌年度，対外的な発表を行う場合の支
援体制を確立すること

 連携機関(大学・教育機関・企業)との連携強化

 マスタープログラムの講座開設やドクタープログラム受講生指導受
入を実現すること


